
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
五

能
州
臭
郡
-
之
時
。
十
郎
奥
昌
中
村
左
馬
・
太
田
誠
人
等
一
守
司
小
屋
庄
河

原
岡
舘
吋
而
須
岡
監
物
声
持
率
=
越
後
勢
二
F
兵
姑

-F小
屋
庄
↓
夜
密

勝
守
押
a
上
兵
結
五
般
於
輪
嶋
-
而
襲
。
舘
.
十
郎
察
局
共
機
吋
夜
密
伏
a
兵
於

潰
謹
吋
一
越
後
勢
之
上
陸
牟
詮
討
=
敵
之
不
意
吋
一
前
=
取
敵
兵
数
十
人
兵
船

三
観
吋
而
二
一
般
逃
退
也
。
翌
日
越
後
勢
之
兵
結
数
十
般
-
需
v
押
=
上
小

屋
湊
-
而
襲
且
討
舘
日
一
炉
、
v
是
味
方
兵
士
奮
激
而
防
v
之
。
難
v
然
敵
多
.
味

方
無
=
後
詰
之
援
プ
政
守
兵
悉
退
昌
穴
水
-
之
時
.
敵
兵
附
慕
出
昌
=
一
方
吋
数

輩
殿
死
鴬
.
此
時
十
郎
縄
昌
前
後
之
士
卒
-
力
職
“
途
引
a
取
穴
水
-
也
.
共

後
越
後
勢
退
=
臭
郡
-
之
時
。
追
討
v
之
.
敵
兵
再
取
=
河
原
岡
之
舘
吋
十
郎

及
山
岸
左
衛
門
守
ν
之
.
如
v
臼克典
a
越
後
勢
-
度
々
一
迫
合
時
。
十
郎
鋤
=
忠

職
-
被
ν
焼
之
島
，
自
昌
鋼
一
連
-
則
賜
v
書
。
共
文
目
。

昨
日
之
手
続
無
=
心
元
-
候
。
の
り
馬
矢
に
蛍
申
由
、
営
分
不
自
由
た

る
ぺ
〈
候
問
、
馬
一
疋
遁
候
。
足
能
候
。
叉
共
乎
之
足
紐
近
藤
死

申
候
由
、
不
便
に
候
。
子
共
有
v
之
候
哉
.
よ
び
出
し
可
v
申
候
。
猶

中
村
可
b

申
候
。

十
一
月
十
九
日

網

連.

山

岡

十

郎

殿

永
椋
四
年
正
月
畠
山
義
則
主
、
長
針
馬
守
線
連
が
七
尾
邸
へ
来
臨
の

畠
山
は
滅
亡
し
け
り
。
と

L
K
能
登
の
畠
山
及
び
長
谷
部
氏
を
も
討

亡
し
一
園
を
押
領
せ
ん
と
‘
温
井
・
三
宅
・
黒
灘
長
奥
市
た
ど
語
ら
ひ
‘

越
後
景
勝
に
手
入
し
、
長
谷
部
の
一
一
族
を
ぽ
我
が
舘
へ
蹄
待
し
て
悉

く
討
取
り
、
上
方
へ
の
外
聞
と
し
て
、
長
劉
馬
守
父
子
五
人
の
首
を
加

州
大
野
演
に
獄
門
に
か
け
、
高
札
を
建
て
置
き
た
り
け
り
云
々
。
鈎
馬

守
が
末
子
連
龍
は
妾
腹
に
て
、
長
松
と
稀
し
、
生
れ
付
建
者
に
て
物
静

か
た
る
故
‘
出
家
さ
せ
よ
か
ら
ん
と
て
‘
民
言
宗
孝
恩
寺
へ
預
ら
る

L

也
。
長
の
家
来
伊
久
留
了
意
と
い
ふ
は
、
本
は
長
の
一
族
に
て
、

長
左
衛
門
尉
景
連
よ
り
十
九
代
の
孫
也
。
智
仁
勇
を
か
ね
た
る
も
の

・
な
れ
ば
、
連
飽
を
上
方
へ
詮
人
に
遺
す
時
、
故
劉
馬
守
一
類
家
老
と

議
定
し
て
、
了
意
を
ぽ
添
へ
た
り
け
り
。
長
家
の
郎
等
討
洩
さ
れ
し

者
共
‘
上
方
へ
落
行
き
て
、
連
龍
に
能
登
に
て
の
始
末
を
委
細
に
告

げ
L
る
故
、
扱
品
川
無
念
な
る
事
哉
、
一
類
を
討
亡
さ
れ
.
世
に
友
が

ら
へ
て
無
v
詮
。
何
と
ぞ
智
略
を
以
て
‘
遊
佐
・
温
井
等
を
討
取
る
べ

し
と
、
只
一
筋
に
思
ひ
定
め
て
‘
能
州
の
次
第
を
ぽ
信
長
公
へ
申
上

げ
、
某
に
御
殿
給
は
り
‘
能
登
へ
罷
越
し
、
親
の
死
骸
を
も
見
届
け
、

敵
の
様
子
を
も
見
聞
仕
り
、
御
下
知
を
諦
申
度
し
と
涙
を
流
し
申
け

れ
ば
、
未
だ
若
翠
の
身
と
し
て
遠
慮
あ
る
申
ゃ
う
哉
、
兎
も
か
く
も

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
五

四

時
.
拝
謁
人
の
内
に
山
間
十
郎
兵
衛
と
あ
る
は
‘
右
十
郎
の
嗣
子
た

り
と
い
へ
り
。
按
や
る
に
、
山
岡
氏
の
始
艇
は
長
家
譜
に
も
、
長
谷

部
信
連
六
男
六
郎
某
、
大
屋
庄
山
岡
之
地
頭
。
と
あ
り
て
、
共
の
子

孫
山
間
六
郎
友
衛
門
と
稽
し
、
長
家
に
於
て
家
，
子
五
家
の
一
日
比
て
、

長
氏
の
庶
家
た
り
。
故
に
今
は
長
某
と
m
仰
せ
り
。
山
田
は
能
登
園
鳳

至
郡
の
郷
名
に

τ‘
郷
内
院
内
村
に
山
岡
氏
組
先
の
舘
跡
あ
り
。
能

登
路
記
に
云
ふ
o
山
田
郷
は
、
昔
長
家
の
類
葉
山
田
式
部
大
夫
秀
次

と
云
ふ
人
の
領
地
に
て
.
共
の
舘
跡
は
郷
内
な
る
院
内
村
に
あ
り
。

位
牌
等
は
郷
内
の
西
安
寺
村
に
最
安
寺
と
い
ふ
蹄
寺
に
あ
り
。
と
い

へ
り
。
叉
鳳
至
郡
前
波
村
諸
橋
・
次
郎
兵
衛
の
所
磁
な
る
弘
治
二
年
正

月
廿
九
目
黒
潮
棚
長
奥
市
景
漣
等
遮
判
容
の
宛
名
に
、
山
岡
左
近
助
殿

と
あ
り
。
是
も
山
田
氏
の
先
代
た
る
べ
し
。
そ
の
歴
代
等
の

E
細
は

迫
考
す
ぺ
し
。

。
伊
久
留
了
憲
偉
鯖

信
連
記
に
云
ふ
。
長
の
一
類
に
霊
遁
と
云
ふ
者
あ
り
。
伊
久
留
と
い

ふ
所
に
在
披
し
て
、
近
郷
の
目
代
也
。
子
孫
に
至
っ
て
、
仮
名
を
伊
久

留
と
稀
し
け
り
。
さ
て
永
秘
・
元
組
の
比
よ
り
天
正
の
初
ま
で
、
河
内

の
畠
山
・
能
登
の
畠
山
雨
家
繁
昌
怠
り
し
か
ど
.
天
正
三
年
に
河
内
の

と
仰
せ
け
れ
ば
、
頓
て
家
来
の
伊
久
留
了
意
と
談
合
し
、
信
長
公
《

も
願
ひ
申
上
ぐ
る
と
也
。
扱
了
意
は
‘
古
紙
子
を
身
に
ま
と
ひ
、
伊

勢
山
伏
に
さ
ま
を
か
へ
、
連
龍
の
判
形
あ
る
廻
文
を
紙
子
の
え
り
に

縫
ひ
ふ
く
め
、
暇
乞
の
益
を
ぽ
漣
龍
よ
り
申
請
け
.
涙
と
共
に
立
出

づ
る
道
す
が
ら
思
案
し
け
る
は
、
穴
水
の
柴
粛
開
門
は
.
共
の
心
剛

に
し
て
大
智
た
る
も
の
也
。
共
上
長
谷
部
家
へ
は
情
も
請
け
し
者
な

れ
ば
、
か
れ
を
祷
ら
は
ん
と
忠
ひ
定
め
.
能
登
路
に
着
く
と
ひ
と
し

く
、
祭
繍
が
門
の
漣
に
立
ち
よ
り
、
何
と
・
泣
く
鋤
進
を
乞
ひ
て
、
能

々
家
内
を
見
演
し
、
柴
粛
様
の
御
自
に
懸
り
度
し
と
、
せ
き
ば
ら
ひ

し
け
り
。
祭
粛
有
合
は
せ
、
せ
き
ば
ら
ひ
の
鉢
、
用
有
者
と
心
付
き
、

す
る
{
、
と
立
出
で
.
あ
ら
ぬ
名
を
云
懸
け
て
、
つ
く
ん
¥
と
見
て
、

裏
口
へ
廻
れ
と
目
〈
ぽ
せ
し
て
、
築
粛
は
内
に
入
り
、
女
房
に
さ
L

h

や
き
、
伊
久
留
了
意
の
御
越
也
‘
妻
戸
を
明
け
よ
と
い
ひ
け
れ
ば
、

了
意
立
入
り
、
=
一
人
共
に
先
づ
加
を
流
し
け
り
。
了
意
に
粥
を
振
廻

弘
、
昔
今
の
物
語
絡
へ
て
後
計
策
の
事
去
出
し
け
れ
ば
、
柴
繍
承
り
、

扱
々
大
慌
の
事
也
。
心
を
合
は
せ
申
さ
ん
と
領
掌
す
。
了
意
廻
文
を

取
向
し
け
れ
ば
、
楽
粛
見
て
‘
さ
り
と
て
は
了
意
と
も
思
は
れ
ぬ
。

敵
に
捕
は
れ
、
若
し
此
廻
文
綴
る
h

も
の
た
ら
ぽ
、
末
代
迄
も
不
発

五




